
















先竿」について記している。1609 年の 4 月から翌 10 年 3 月にかけての検地で検地帳 7 冊
をまとめたといい、その結果、沖縄島の間切は 35 で、村数は 715 とある。その後、1610
年 9 月から翌 11 年 5 月までの大島、先島に及ぶ検地で 270 冊余りの検地帳を作成したの
が「慶長検地」である①。ここでの村は古琉球の「シマ」の数を反映しているとみて間違
いないだろう。「正保国絵図」（1646 年）調整に伴って作成された「絵図郷村帳」（1649 年）
での沖縄本島の村数は 500 余とあって、200 カ所も減っている。この後の村数が確認出来
る文献（たとえば『琉球国由来記』や「琉球一件帳」など）も、村の新設、移動など変遷













容易にしたと考えられる④。慶長検地帳段階のでの 700 余の集落は、総人口の 10 万程度
⑤からすると、1 集落あたり百数十人、700 余に含まれない宮古、八重山や相応の人口が









19 世紀前半、日本には「村」が 6 万 3 千（別史料だと江戸期に 7 万）あったとされ、1 村



















近世の羽地摂政期の前後に、間切の新設が行われている。1666 年から 1676 年の間に、
8 つの新間切が誕生した。1666 年新設の美里間切は越来間切を、本部間切は今帰仁間切を







































捌理 4 人と各村掟を間切役人としてあげており、11 人〜 19 人程度となっている。
『沖縄県旧慣地方制度』（明治 26 年）にみえる処分時の明治 12 年頃とする各間切吏員数
の統計をみると、佐敷間切− 51 人、真和志− 79、読谷山− 180、大宜味− 134、久志−
145 人とある。笹森義助の『南島探検』（明治 26 年）だと、大宜味− 44、久志− 120 とあ
り、大宜味の内訳は、地頭代、総耕作当 3、総山当 3、夫地頭 3、捌庫理 4、掟 7、大文子 6、
相附文子 6、仮文子 11 である。久志間切の 120 人の内訳は不明だが、番所に 39 人、村屋（13







当 3、耕作当 2、作事 1、小使 1 の 14 人である。名誉職であろう総代を省くと 7 人となり、























































（1632）年には 10 万 8 千人余（京大琉球史料）、その後 11 万台が続いて、1690 年


































16 『南島文化』第 42 号
とが分かる。田名「近世地頭制に関する一考察」（山本弘文還暦記念論集『琉球の
歴史と文化』1985 年　本邦書籍）。
⑫　1734 年に農業指導書の「農務帳」の布達があり、翌 1735 年に各間切に検者を置き、
同年間切番所の例規集である「久米具志川間切公義帳」、ついで「公事帳」の布達
となっている。検者は、間切運営にあたる地頭代以下の役人の指導、助言にあたる
職との位置づけとなろう。『球陽』では以下のように記す
「新設検官一員于各県　国中諸県只建訯理役掌管県事　今王擢士臣新令検官一員
置于各県督理其県事　専整風俗勧農業以安其民人　至己未年始定期満五年交代」
⑬　近世から明治にかけての間切・村役人の人員数の変遷については、田名『南島地
名考』（1988 年　ひるぎ社）を参照されたい。
⑭『羽地仕置』では以下のようにある。寛文 11（1671）年
諸間切百姓公役仕儀いやかり、首里・那覇・泊之衆并出家衆江内証を以、内之者
札取候故、百姓少公役仕者疲ニ罷成由候間、地頭ニテ相改、右之者其所江渡付壱
人完不紛様堅ク可被申付候　但地頭より耕作用召置候内之者制外之事
（『沖縄県史料　首里王府仕置』1981 年　P38）
『球陽』『法式』もほぼ同内容で、百姓の町方への移動を禁じている。
⑮　田名前掲「士族と町方問題と蔡温」
17近世の間切と村のたたずまい
